





















































































































































































































そういった試みみたいなものが、経済学のなかでも GNH(Gross National Happiness)、ブータン
の幸福の考え方ですが、非常に強調されて、そういうものに関する学会等もできていきているとうか
がっています。そういうような全体的な動きのなかで、環境問題を考える際に、持続可能な幸福とい
うようなものを考えていくのが大事ではないかと、そのへんについてどのようなお考えがお持ちであ
るかということです。それを考えるにあたっては、幸せな社会というようなことですね。さきほどの
大石先生は、格差であるとか民主化であるとか、流動性であるといったものをキーワードとしてあげ
てらっしゃいますが、環境との調和、妖怪との共生ということをこういった視線から考えることは重
要ではないか。いずれにしてもわれわれが考えていかなければならないのは、そういう個人史と歴史
時代的変遷の接点から、人々の行動を考える視点、これが大変重要な意味をもつのではないかと考え
る次第です。 
あまりコメントになっていませんが、以上３点について、簡単でかまいませんから、なにかお考え
をうかがわせて頂ければ幸いと思います。以上です。 
